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躍
動
す
る

　

平
成
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
全
国
そ
し
て
世
界
へ

　

21
世
紀
に
向
か
っ
て
伸
び
行

く
阿
南
を
さ
ら
に
勢
い
づ
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
中
で
も
市
民
の
活
躍
が

光
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
は
、
私

た
ち
に
明
日
へ
の
活
力
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
、
選
抜

高
校
野
球
大
会
に
新
野
高
等
学

校
が
初
出
場
を
果
た
し
、
平
成

８
年
に
は
夏
の
甲
子
園
に
出
場

し
ま
し
た
。
あ
こ
が
れ
の
聖
地

で
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
球
児

た
ち
の
活
躍
ぶ
り
は
、
伸
び
ゆ

く
阿
南
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う

な
力
強
さ
で
、
全
国
の
高
校
野

球
フ
ァ
ン
に
鮮
烈
な
印
象
を
与

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
５
年
に
は
、
東
四

国
国
体
が
開
催
さ
れ
、ホ
ッ
ケ
ー
、

馬
術
、
銃
剣
道
の
競
技
会
場
と

な
っ
た
阿
南
市
に
は
、
全
国
か
ら

大
勢
の
選
手
や
関
係
者
が
集
い
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
勢
は
、
こ
の
３
種
目
で
総

合
優
勝
を
果
た
し
、
地
元
の
期
待

に
応
え
ま
し
た
。

　

国
体
の
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
11

月
、
阿
南
市
に
本
社
を
置
く
日

亜
化
学
工
業
㈱
が
20
世
紀
の
う

ち
に
は
不
可
能
と
い
わ
れ
た
高

輝
度
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
と
製

品
化
に
成
功
し
世
界
の
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
７
年
に
青
紫

色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
開
発
、

平
成
８
年
に
は
、
蛍
光
体
と
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
、

蛍
光
体
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の

技
術
に
よ
り
白は

く

色し
ょ
く

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
発

明
す
る
な
ど
、
相
次
い
で
世
界

初
の
光
半
導
体
を
商
品
化
し
ま

し
た
。

　

白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開
発
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
照
明
分
野
で
は
、
省

エ
ネ
効
果
や
デ
ザ
イ
ン
性
が
高

く
、
色
彩
豊
か
な
光
が
普
及
し
、

携
帯
電
話
に
代
表
さ
れ
る
モ
バ
イ

ル
端
末
分
野
で
は
、
小
型
化
や
見

や
す
い
画
面
の
開
発
が
進
展
す
る

な
ど
、
世
界
中
に
光
の
革
命
を
起

こ
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
応
用
製
品
は
、
今

も
自
動
車
、
農
業
、
医
療
、
情

報
通
信
な
ど
で
拡
大
し
て
お
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
産
業
の
集
積
を
図

る
阿
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

生
か
さ
れ
、
新
た
な
地
域
経
済

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

市
民
交
流
施
設
の
充
実

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
と
健
康
志

向
の
高
ま
り
な
ど
を
受
け
、文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
市
民
交
流
施
設
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
県
南
随
一
の
規

模
を
誇
る
武
道
の
殿
堂
「
武
道

館
」
が
完
成
。
平
成
７
年
に
は
、

市
民
の
健
康
・
高
齢
者
及
び
男

▲東四国国体ホッケー競技
　（橘湾中浦緑地）

西
日
本
有
数
の
財
政
力
を

誇
る
都
市
へ
と
成
長

女
共
同
参
画
活
動
の
拠
点
と
な

る
「
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
」、
平

成
11
年
に
は
、
市
民
文
化
の
創

造
拠
点
と
な
る
「
文
化
会
館
」、

平
成
13
年
に
は
、
気
軽
に
体
力

づ
く
り
が
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
備
え
た
「
ス
ポ
ー
ツ

総
合
セ
ン
タ
ー
」
が
開
館
し
ま

し
た
。

橘
湾
工
業
開
発
の
成
果

　

20
世
紀
最
後
の
年
と
な
る
平

成
12
年
、
橘
町
に
四
国
電
力
㈱

と
電
源
開
発
㈱
が
共
同
で
建
設

を
進
め
て
き
た
「
橘
湾
石
炭
火

力
発
電
所
」
が
完
成
し
、
営
業

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
昭
和

48
年
に
徳
島
県
と
阿
南
市
が
用

地
買
収
を
開
始
し
て
以
来
、
誘

致
企
業
の
撤
退
な
ど
曲
折
を
経

て
き
た
橘
湾
工
業
開
発
は
、
21

世
紀
に
向
け
て
大
き
な
区
切
り

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
国
電
力
㈱
と
電
源
開
発
㈱

に
よ
る
橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所

は
、
石
炭
火
電
と
し
て
は
国
内

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。
最
新

鋭
の
環
境
設
備
を
も
っ
て
発
電

さ
れ
た
電
気
は
、
四
国
の
み
な

ら
ず
関
西
、
中
国
、
九
州
方
面

に
も
送
ら
れ
、
西
日
本
の
経
済

活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
四
国

電
力
㈱
阿
南
発
電
所
と
合
わ
せ

る
と
、
阿
南
市
は
中
国
・
四
国
・

九
州
で
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
電
所
立
地
に
伴
い
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
電
源

三
法
交
付
金
を
活
用
し
て
公
共

用
施
設
の
整
備
等
を
行
い
、
市

民
生
活
の
利
便
性
向
上
な
ど
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
た
新
時
代
の
扉

　
「
平
成
の
大
合
併
」
が
各
地
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
平
成
17

年
、
阿
南
市
に
お
い
て
も
那
賀

川
下
流
域
の
ま
ち
と
し
て
同
じ

生
活
・
文
化
圏
を
有
し
、
共
に

発
展
を
遂
げ
て
き
た
那
賀
川
町
、

羽
ノ
浦
町
と
の
間
で
合
併
に
向

け
た
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
18
年
３
月
20

日
、
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
を
編

入
し
て
８
万
人
の
人
口
を
擁
す
る

新
阿
南
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭

和
40
年
前
後
に
模
索
さ
れ
た
１
市

２
町
の
合
併
は
、
半
世
紀
の
歳
月

を
経
て
実
現
。
こ
こ
か
ら
、
阿
南

市
の
新
し
い
時
代
の
扉
が
開
か
れ

ま
す
。

西
日
本
有
数
の

　

財
政
力
を
誇
る

産
業
都
市
へ
と
成
長

　

臨
海
部
に
お
け
る
工
業
開
発

を
実
現
し
た
阿
南
市
は
、「
平
成

の
大
不
況
」
と
呼
ば
れ
た
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
影
響
を

は
ね
返
す
勢
い
で
成
長
を
続
け

ま
す
。

　

昭
和
40
年
に
約
87
億
円
だ
っ

た
阿
南
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
、

こ
の
半
世
紀
で
35
倍
に
増
加
。

企
業
誘
致
に
伴
う
民
間
法
人
企

業
所
得
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

平
成
４
年
度
に
２
５
６
万
３
千

円
だ
っ
た
「
一
人
当
た
り
の
市

町
村
民
所
得
」
は
、
平
成
11
年

度
に
は
３
０
４
万
４
千
円
と
、

県
内
の
自
治
体
で
最
高
額
と
な

り
、
以
降
、
平
成
26
年
度
ま
で

ほ
ぼ
１
位
の
座
に
輝
き
続
け
、

大
き
な
経
済
効
果
を
生
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
度
か
ら
７

年
間
、
地
方
交
付
税
制
度
に
お

け
る
、
い
わ
ゆ
る
不
交
付
団
体

と
な
り
、
西
日
本
有
数
の
財
政

力
を
誇
る
自
治
体
へ
と
成
長
を

遂
げ
た
の
で
し
た
。

▲

文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
合
併
記
念
式
典
（
平
成
18
年
）

▲橘町小勝に建設された「橘湾石炭火力発電所」。
　左側が四国電力㈱、中央から右側が電源開発㈱の発電所。

▲白色ＬＥＤ
　（提供／日亜化学工業㈱）

▲市町村民経済計算より

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

昭和40 45 55 平成2 12 22 26 （年）

（億円）
阿南市の製造品出荷額

▲工業統計調査より
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